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I. 高山市のブランド戦略策定の背景 
 

1. 地方行政は今後どう展開していくのか 
 
～今後、様々な形で地方自治体への負担が求められてくる時代へ 
 
 
（1） 従来の国・県への依存型の地方行政から自立した地方行政を目指す 

 
～原点である地方自治体発（市・町・村）の施策が重要となる時代へ 
 
 

（2） サステーナブル（継続的）な経済活動が行える基盤をどう構築するか 
 
 

（3） 今後発生するであろうコストをどう認識しているのか 
 
 

（4） 現場からの目線で少子化・老齢化の現実をどう考えるのか 
 
 

（5） 地方創生（地方の活性化）を自らのものとしてしっかり確立していくのか 
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2. 高山市の新たな創造を目指して ～真の地方創生（活性化）は可能なのか～ 
 
～外から高山市はどのように見えているのか～ 
 
イ) 広い意味での観光産業を中心とする産業展開力（インバウンド、アウトバウンド）に支えられて、また、地方

創生の流れに乗った形で継続的に経済活動が行ない得るポテンシャルがある 
 
 

ロ) 今まで（過去の人たちの努力により）蓄積してきた様々な基金を前提として相対的に安定した財政基盤を有し

ている 
 
 

ハ) 約 10 万人という人口をベースに自立できる経済規模を有している 
 
 

ニ) 手触り感のある行政ができる規模である 
～一人ひとりが見える行政ができる 
 
 

ホ) 合併 10 年を経て適正に行政コストの削減が実施されてきている 
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3. 2 つの軸での高山市の新たな創造を考える 
 
 
 
 
 

（1） ブランド戦略の構築とそれをベースとした経済活動の活性化 
 
 
 

 

（2） コスト削減をベースとしてやってきた行政改革からの脱却と新たな発展的な 

行政改革（新しい時代での行政の在り方）の構築 

  



5 
 

 



6 
 

 



7 
 

 



8 
 

 



9 
 

 



10 
 

 



11 
 

 



12 
 

 



13 
 

 



14 
 

① ブランド戦略の構築 ～背景と問題意識～ 
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② ブランド戦略 ～目指す姿～ 
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③ ブランド戦略 ～基本的な考え方～ 
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④ ブランド戦略 ～ブランドコンセプト～ 
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⑤ ブランド戦略 ～取り組みの方向性～ 
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⑦ ブランド戦略 ～今後の方向性～ 

 


